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教育目標と本年度の重点目標の評価 
 

学校の教育理念・目標 令和元年度重点目標 重点目標・計画の達成状況 課題と解決方策 

学生が国家資格取得を目指す中で、校

訓や理念のもと、幅広い知識・技能と

ともに、社会人としての自覚、礼節、

思い遣り、奉仕精神を身に付け人間的

に成長できる人材の育成を目指す。ま

た、国家資格取得後も医療・介護の  

現場において即戦力となって活躍で

きる人材の育成に力を注ぎ、校訓「自

律・協調・奉仕」のもと、実践的技術

のみならず、人としての原点に立ち返

り、学園での学びを通して患者様や利

用者様の心に寄り添うことのできる

医療人や福祉人を育成する。 

１．運営 

 ①学生指導及び学生募集の強化。 

 ②運営委員会の充実を図る。 

 ③地域貢献に寄与する。 

２．学校管理 

 ①保健衛生：健康保持増進に努める。 

②環境安全：設置基準安全基準等を考

慮し、環境整備に努める。 

 ③交通事故防止：学生、教職員の交通

事故ゼロに努める。 

３．学生支援 

①中途退学者、留年者減に努める。 

②国家試験対策の強化。 

 ③就職決定率１００％。 

 ④課外活動の活性化。 

 ⑤アンケート実施。 

４．教員研修・学校評価 

 ①自己研鑽に努める。 

②自己評価委員会、学校関係者評価委

員会、教育課程編成委員会の実施 

１．運営                    

学生指導、運営委員会の充実、地域貢献

は概ね達成出来たが、学生募集は課題が

残る結果であった。  
 
２．学校管理                  

保健衛生、環境整備は概ね達成できたが

交通事故ゼロは未達成であった。 
 
３．学生支援                   

中途退学者や留年者ゼロは未達成、国家

試験対策強化は教員の指導において概ね

達成、就職決定率 100％、アンケート実

施は概ね達成という結果であった。 
 
４．教員研修・学校評価               

校内研修、自己評価委員会、学校関係者

評価委員会、教育課程編成委員会を実

施。 

学生募集に関しては、

法人全体で取り組める

よう各校の入試募集室

から法人広報室に組織

変更し強化を図る。 



2 
 

基準１ 教育理念・目的・育成人材像 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
校訓「自律・協調・奉仕」の下、教育理念に則り教育活動が展開された。

各学科の専門的技術・  知識に長けた教員による指導で、資格取得後

も現場において即戦力となって活躍できる人材の育成に力を注いでき

た。また、実践的技術のみならず、人としての原点に立ち返り、学園で

の学びを通し患者様や利用者様の心に寄り添うことのできる 医療人・

福祉人の教育を行い、市や警察との連携協定を結び地域に根付いた安心

して学べる学校として学生が国家資格を取得する上でもよりよい環境を

作り出すよう教職員が一丸となって取り組んできた。また、学生への補

習や国家試験対策、卒業・就職サポート等の体制も充実させた。 

 
 
 

 
 

【1-1】理念・目的・育成人材像 

1 理念・目的・育成人材像は定められているか 評価③ 

2 育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合しているか 評価④ 

3 理念等の達成に向け特色ある教育活動に取組んでいるか 評価③ 

4 社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか 評価③ 
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基準２ 学校運営 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
本校の教育理念の具現化のため、学校の目的・目標を明確に打ち出し、その

実現に向けての運営方針、事業計画が策定されている。運営組織や意思決定

も、学校の目的・目標達成のために、規程に基づきより効率的なものとなっ

ている。また、人事体系、賃金体系等に関しても制度化が図られており、適

切な運営がなされていると判断される。今後は、人事考課による処遇制度導

入の検討を行い、職員の業務遂行に当たっての意識向上を図ることが課題と

考える。 
また、入学定員の確保、教育内容の充実、キャリア教育の推進により所謂「入

口と出口」の強化を図り、より多くの地域医療・介護に貢献できる人材輩出

に努める。 

 

 
 

【2-2】運営方針  

1 理念等に沿った運営方針を定めているか 評価③ 

【2-3】事業計画  

1 理念等を達成するための事業計画を定めているか 評価④ 

【2-4】運営組織 

1 設置法人の組織運営を適切に行っているか 評価④ 

2 学校運営のための組織を整備しているか 評価④ 

【2-5】人事・給与制度 

1 人事・給与に関する制度を整備しているか 評価③ 

【2-6】意思決定システム 

1 意思決定システムを整備しているか 評価④ 

【2-7】情報システム 

1 情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか 評価③ 
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基準３ 教育活動 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
本校は柔道整復師・介護福祉士を養成する専門学校であることから、その専

門職に必要な技術・技能・知識の習得を教育活動の大きな目標とし、同時に

社会に貢献できる即戦力としての人材養成を重要視している。この教育目標

達成のために、現場経験豊かな教員を揃え、業界を牽引する先生方や現場で

活躍されている先生方を講師として招聘し、業界の人材ニーズを常に把握す

るよう努めている。修業年限に対応した教育達成レベルは明確にされ、その

カリキュラムは体系的に適正に編成されている。また、学生による授業評価

は平成 27 年度より実施されており、その結果は各担当教員に知らされてい

る。各教員は、アンケート結果を踏まえ、より良い授業展開に向け切磋琢磨

している。 
法令遵守に努め各学科とも育成目標に向けて授業を行える教員を確保し、教

員には専門性や資質向上のための研修会等への参加を促している。しかし、

授業等のため長期の研修は難しく、夏休み期間中も体験入学やセミナーがあ

り難しいのが現状である。成績評価・単位認定、資格取得については明確に

定められており、実施されている。 

 

 
 

【3-8】目標の設定 

1 理念等に沿った教育課程の編成方針、実施方針を定めているか 評価④ 

2 学科毎に修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか 評価③ 

【3-9】教育方法・評価等 

1 教育目的・目標に沿った教育課程を編成しているか 評価④ 

2 教育課程について外部の意見を反映しているか 評価③ 

3 キャリア教育を実施しているか 評価④ 

4 授業評価を実施しているか 評価③ 

【3-10】成績評価・単位認定等 

1 成績評価・修了認定基準を明確化し、適切に運用しているか 評価④ 

2 作品及び技術等の発表における成果を把握しているか 評価③ 

【3-11】資格・免許の取得の指導体制 

1 目標とする資格・免許は、教育課程上で、明確に位置づけているか 評価④ 

2 資格・免許取得の指導体制はあるか 評価③ 

【3-12】教員・教員組織 

1 資格・要件を備えた教員を確保しているか 評価④ 

2 教員の資質向上への取組を行っているか 評価③ 

3 教員の組織体制を整備しているか 評価③ 
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基準４ 学修成果 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
本学園が掲げる『自立・協調・奉仕』の伝統ある校訓の下、実践的技術のみ

ならず、人としての原点に立ち返り、学園での学びを通して患者様や利用者

様の心に寄り添うことのできる医療人・福祉人の教育を行い、学生がベスト

な環境で国家資格が取得できることが目標であり、目的でもある。その人材

が活躍できる職場に就職させることが重要である。そのためには、学生自身

が就職活動に必要な情報をいち早く知る事ができ、また対応できるよう指導

し、就職希望者全員が就職できることを目標に教員・就職担当者が一致団結

して動いている。卒業した後、学生が幅広く活躍できることを目的として、

将来に必ず必要とされる資格を取得するのがいかに大切かを理解させて授

業を展開している。学生が目的達成のために努力できるようにするには、教

職員がいかに学生指導するかが重要であると考える。それらを実行すること

により学生が学校で学ぶことが活力となり、退学者の減少に繋がると考え

る。 
学校での教育、生活指導などの充実を証明するには、在校時の学ぶ姿勢も重

要であるが、最も重要なことは、卒業生が職場で活躍し各業界で評価され、

認められることである。そのためには学校での修学期間の充実が非常に重要

であり、教職員一丸となって支援している。 

 

 
 
 

【4-13】就職率 

1 就職率の向上が図られているか 評価⑤ 

【4-14】資格・免許の取得率 

1 資格・免許取得率の向上が図られているか 評価⑤ 

【4-15】卒業生の社会的評価 

1 卒業生の社会的評価を把握しているか 評価③ 
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基準５ 学生支援 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
専門学校は高等専修学校と同じキャンパス内にあるため、施設設備は充実し

ている。 
学校が社会に評価されるのは、教育面及び指導面に優れているだけではな

く、学生一人一人が抱えている問題に対応できる体制が重要である。そして、

学生の将来を決める就職は特に重要である。就職ガイダンスや JOB カフェ、

個人面接などの対応により、学生がスムーズに就職活動出来るよう配慮して

いる。 
最近の傾向として経済的に困難な状態の学生も多く、そのためにも経済的な

理由で通学できないという環境をつくらないことを目的として奨学金制度

充実も整えている。将来を担う学生にとって、学習できる環境は、学校の支

援体制を充実させることがとても重要である。 
学生が無事に卒業し、就職するまでの環境も大切なことであり、保護者の協

力は特に必要とされる。保護者と連携することは、教職員として心掛ける一

つである。医療人・福祉人を養成する学校では、卒業生を送り出すことだけ

が目標ではなく、卒業後、社会に於いて活躍し、業界に貢献し発展させる担

い手になることが、結果的に当校の教育の評価にも繋がり、使命でもあるの

で、支援体制を整えることは重要である。 

 

 
 

【5-16】就職等進路 

1 就職等進路に関する支援組織体制を整備しているか 評定④ 

【5-17】中途退学への対応 

1 退学率の低減が図られているか 評定② 

【5-18】学生相談 

1 学生相談に関する体制を整備しているか 評定④ 

2 留学生に対する相談体制を整備しているか 評定⑤ 

【5-19】学生生活 

1 学生の経済的側面に対する支援体制を整備しているか 評価⑤ 

2 学生の健康管理を行う体制を整備しているか 評定⑤ 

3 学生寮の設置などの生活環境支援体制を整備しているか 評定② 

4 課外活動に対する支援体制を整備しているか 評定④ 

【5-20】保護者との連携 

1 保護者との連携体制を構築しているか 評定④ 

【5-21】卒業生・社会人 

1 卒業生への支援体制を整備しているか 評定④ 

2 産学連携による卒後の再教育プログラムの開発・実施に取組んでいるか 評定① 

3 社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか 評定⑤ 
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基準６ 教育環境 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
施設・設備は学生の学校生活に支障がないように整備され、かつメンテナン

スの体制も組まれ、学生、教職員の施設設備面での安全確保はなされている。 
将来に向けての課題は資金を含むキャンパス整備の実施である。 
学外学習では、介護福祉学科が校外実習を実施しているが、今後は柔道整復

学科のインターンシップの有り方について、検討する必要がある。 
防災・安全管理については防災・防火訓練などにより意識の高揚を図るよう

に取り組むと共に、生徒が授業の関連で事故等にあった場合の保険対応はで

きている、今後は自然災害などへの対応の充実が検討課題である。 
 

 

 
 

 

【6-22】施設・設備等 

1 教育上の必要性に十分対応した施設・設備・教育用具等を整備しているか 評定④ 

【6-23】学外実習・インターンシップ等 

1 学外実習、インターンシップ、海外研修等の実施体制を整備しているか 評定④ 

【6-24】防災・安全管理 

1 防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか 評定③ 

2 学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか 評定② 
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基準７ 学生の募集と受入れ 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
入学予定者の募集対象者は高校生を主としたため等の理由で、クラスを朝か

らのカリキュラムに変更している。したがって、高校生の進路選択において

大きな影響を与えている高等学校への働きかけは重点課題であった。今日の

専門学校の生き残りをかけて、各校が同じ考え方で取り組んでいるのは間違

いのないところである。本校は、その歴史の中で高等学校の信頼を勝ち得て

いない理由と現状がある。学生が減少していることは否定できないが、本校

を第一志望とはせず、入学にいたらないのはその理由だけに留まらない。本

校通学圏内にある高等学校に本校の現状を知ってもらうとともに、学校に来

校してもらう術を考えなければならない。学校に来たことがない高校生が入

学にいたることは絶対にない。高校生が社会人になるということを考えれ

ば、高校への広報活動がいかに大切かと認識できるはずである。そこに本校

の習熟度が問われる課題が存在している。特に「オープンキャンパスは専門

学校の一大行事」として臨んだ本年度であるが、ミクロでは及第点でもマク

ロ的視点で見れば不合格である。募集は専門学校の大きな課題の一つである

という認識が本当の意味で浸透していない。 

 

 

【7-25】学生募集活動 

1 高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取組んでいるか 評定④ 

2 学生募集活動を適切、かつ、効果的に行っているか 評定④ 

【7-26】入学選考 

1 入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか 評定② 

2 入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか 評定③ 

【7-27】学納金 

1 経費内容に対応し、学納金を算定しているか 評定④ 

2 入学辞退者に対し授業料等について適正な取扱いを行っているか 評定④ 
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基準８ 財務 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
財務基盤として、5 年程度の財政状況の把握には努めており、財政状況は健

全であると判断している。数年、入学者減少による減収が続いていたが、専

門学校介護福祉学科の留学生受入れを開始し、入学者の増加による増収が見

込まれる。しかし、このまま継続できるかどうかは、人口動態を見ても難し

いものがあり、経営基盤強化に向けた課題は山積しており決して盤石とは言

い難い。 
予算については、規程に定められおり、年度予算状況についてはまず予算編

成方針を決定し、それに基づき予算計画が策定されている。また、中期計画

による予算は、基本金の取崩など計画に沿った適正な予算配分により策定さ

れていると判断している。 
また、予算の執行は、システムで管理し妥当に執行されている。 

 

 
 

 

【8-28】財務基盤 

1 学校及び法人運営の中長期的な財務基盤は安定しているか 評定④ 

2 学校及び法人運営にかかる主要な財務数値に関する財務分析を行っているか 評定④ 

【8-29】予算・収支計画 

1 教育目標との整合性を図り、単年度予算、中期計画を策定しているか 評定④ 

2 予算及び計画に基づき適正に執行管理を行っているか 評定④ 

【8-30】監査 

1 私立学校法及び寄附行為に基づき適切に監査を実施しているか 評定④ 

【8-31】財務情報の公開 

1 私立学校法に基づく財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか 評定④ 
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基準９ 法令等の遵守 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
学園の教育理念「自立･協調・奉仕」の精神に則り法令等を遵守し、学園の

運営を行うことを目標としている。今後は、教職員・学生に対する法令遵守

のためのルール作成、啓発活動が必要である。 
個人情報保護については、学校法人としての社会的責任を全うするため、個

人情報の保護に関する法律および関係する法令を遵守し、適正に取り扱うよ

う努めている。引き続き、教職員はもとより学生の意識向上を図っていきた

い。 
学校評価については、今年度、初めて学校評価規程を整備し、自己点検・自

己評価の体制を確立した。 
教育情報の公開については、学校の概要、トピックス・教職員ブログ等は積

極的に情報発信している。 

 

 
 

 

【9-32】関係法令、設置基準等の遵守 

1 法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか 評定④ 

【9-33】個人情報保護 

1 学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか 評定④ 

【9-34】学校評価 

1 自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか 評定④ 

2 自己評価結果を公表しているか 評定④ 

3 学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか 評定④ 

4 学校関係者評価結果を公表しているか  評価④ 

【9-35】教育情報の公開 

1 教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか 評定④ 
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基準１０ 社会貢献・地域貢献 
 

大項目総括 特記事項（評価項目・特徴・特色・特殊な事情等） 
社会貢献については「自律･協調･奉仕」という創立者の言葉に代表されるよ

うに、学園の創立以来、地域に根ざした学園、そして医療･福祉を学ぶこと

により、人々を健康や幸福に導くことを目標に掲げ、学園全体で取り組んで

いる。 

 

 

【10-36】社会貢献・地域貢献 

1 学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか 評定③ 

2 国際交流に取組んでいるか 評定③ 

【10-37】ボランティア活動 

1 学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っているか 評定③ 

 


